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文学作品の原本に向き合い、書き手の息づかいを読み取る
――そんな丁寧な営みが文学研究を支えてきました。一方
で、デジタル化やAI解析が進展し、作品どうしのつながり
や、これまで見えなかった特徴が浮かび上がるなど、研究
の手法は大きく広がりつつあります。手書きから印刷、デ
ジタル化、AIといった変化の中で、古典の「テキスト」は、
文字列として、構造を持ったデータとして扱われ、研究にさ
まざまな視点をもたらしています。

本イベントでは、日本文学・西洋古典それぞれの事例を手
がかりに、読み継がれてきた古典のテキストを、どのような
かたちで未来へ引き渡していくのかを考えます。この先
100年の人文学について研究者とともに考える、開かれた
トーク＆座談会です。

手で読む デジタルデジタルでひらくでひらく
古典テキストを未来へどうつなぐ？古典テキストを未来へどうつなぐ？

手で読む

詳細・お申込は
こちらから

要申込・無料
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（名古屋大学駅 １番出口直結）
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ABOUT

名古屋大学大学院 人文学研究科

名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部
名古屋大学 デジタル人文社会科学研究推進センター

共催

SPEAKERS

名古屋大学大学院 人文学研究科 教授

名古屋大学 デジタル人文社会科学研究推進センター 准教授

早稲田大学 教育・総合科学学術院 教育学部 教授

名古屋大学大学院 人文学研究科 准教授

日比 嘉高 

岩田 直也 

海野 圭介

加藤 弓枝

夏目漱石 著『漱石全集』第8巻 (心・道草),漱石全集刊行会,昭和10. 国立国会図書館デジタルコレクション
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